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－１－

自主性の育成

片品村教育長 星野準一

平成 28 年 4 月、村内のすべての小学校が片品小学校に統合され、26，27 の 2 か年かけ

全面改築し、新装なった校舎で新学期を迎え、新たな片品教育が始まりました。

統合に併せ、鎌田地区を除くすべての児童生徒をスクールバスにより送迎することとし

たことも大きな改善の一つと言えます。

スクールバスの導入にあたっては、保護者の皆様のご意見等を最大限尊重し、中学生の

日々の部活動にも可能な限り対応した運行スケジュールとしました。これにより、かねて

から課題であった、保護者による生徒の送迎問題に一定の解決が図られたものと思います。

運行間もないスクールバスですので、すべてが万全とは言えませんが、児童生徒や、保

護者にとってより良いものとなるよう、工夫を重ねて参ります。そうした中ですが、やむ

を得ず、一定の制限や制約をしなければならない場合もありますが、その際はご理解くだ

さるようお願いします。

さて、平成 20年に全面改訂された学習指導要領から、本年は早くも 8年が経過しました、

「生きる力」を育むことを目指し、多くの取り組みがなされ様々な成果が生まれています

が、さらに、充実、改善を図るため、昨年から「アクティブラーニング」の手法が提唱さ

れています。

東京オリンピックは 2020年で 4年後ですが、更にその 10年後の社会に生きる子供たち

は、どのような資質、能力が必要なのか？そのためには、どのような教育が必要なのか？

の議論から生まれたもので、知識の習得だけでなく、習得した知識を「自ら考えて、活用

する力」を身に付ける教育が必要だとするものです。

統合後の片品小学校ですが、心配された、混乱もなく、各先生方は学習指導に専念でき

ているとの報告を受け、子ども達の順応性と各保護者、ご家庭の学校や、教育行政に対す

るご理解ご協力に感謝していますが「アクティブラーニング」の提唱を受け、新たな片品

教育の目指す方向と意を同じくするものと力づけられます。

首都圏に位置付けることができる片品ですが、都市部では失われた、豊かな自然や、思

いやりのある人々の気質がしっかり残り、それだけ、貴重で意義がある、他に誇れる村だ

と言えます。

その中で学ぶ子供たちは、豊かな知識と、豊かな資質そして何よりも人を思いやる気持

ちを身に付けながら大きく成長するものと期待されます。

2030年、地元だけでなく、関係各方面で活躍する子供たちの姿を瞼に描きながら、より

充実した教育行政が進められるよう、本年度も関係者共々しっかりと努めてまいりますの

で、ご支援くださるようお願いします。

平成 28年 7月



Ⅰ　基本理念

　片品村は、「生きる力」を育むため、目指す教育の姿として今までの基本理念である「楽しく学び

明るく鍛えあい、豊かな心を育む、片品教育」を掲げました。

　　・物事を理解する手段を獲得するために、「知ることを学ぶ」こと

　　・自己が置かれた環境の中で創造的に行動するために、「為すことを学ぶ」こと

　　・社会の営みに参画し協力するために、「（他者と）共に生きることを学ぶ」こと

　　・この三つの学びから導き出される、「人間として生きることを学ぶ」こと

Ⅱ　基本施策

　基本理念の実現を目指して「かたしなの教育」では、次の基本施策を定めました。

　１）「安心・安全に学べる環境」をつくること

　２）「確かな学力」を身に付けること

　３）「豊かな心」を育てること

　４）「健やかな体」をつくること

　５）「ふるさと片品を愛する心」を育てること

　６）「人のつながりを大切にした学びあい」を進めること

Ⅲ　取組の柱

　１）「安心・安全に学べる環境」をつくる

　　　（１）心穏やかに学べる環境をつくる

①幼保・小・中の一貫性のある教育を実現する

②個に応じた教育的支援を実施する

　　　（２）人と環境にやさしい学校をつくる

①子どもたちの安全を確保する

　２）「確かな学力」を身に付ける

　　　（１）基礎・基本を身に付ける

①質の高い学習指導を推進する

②学校力の向上を推進する

　　　（２）学ぶ意欲を高める

①読書環境を豊かにする

平成２８年度　片品村教育行政方針

－　楽しく学び　明るく鍛えあい　豊かな心を育む　片品教育　－
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②地域と連携した学校づくりを推進する

　３）「豊かな心」を育てる

　　　（１）豊かな人間性を養う

①道徳教育を推進する

②人権教育を推進する

　　　（２）学校と家庭・地域が協力して取り組む

①家庭教育を支援する

②豊かな体験活動の充実を図る

　４）「健やかな体」をつくる

　　　（１）健康な体をつくる

①健康・体力づくりを推進する

②地域の特長を活かした食育を推進する

　　　（２）スポーツを振興する

①スポーツへの関心を高め活動を推進する

②公共体育施設の有効利用を図る

　５）「ふるさと片品を愛する心」を育てる

①地域の伝統と文化の価値を再発見し継承する

②豊かな自然を活かした環境教育を推進する

　６）「人のつながりを大切にした学びあい」を進める

①子どもたちの居場所づくりの充実を図る

②文化・芸術活動を推進する

③生涯学習を推進する
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平成２８年度 群馬県教育委員会運営方針

１ 基本方針
第２期群馬県教育振興基本計画の基本目標「たくましく生きる力をはぐくむ～自

、 」 、『 』 『 、ら学び 自ら考える力を～ を達成し 第15次群馬県総合計画 や 群馬県の教育
文化、学術及びスポーツの振興に関する大綱』に掲げる目標を実現するために、次
の７つの基本施策に沿った取組を展開します。

２ ７つの基本施策
(1) 時代を切り拓く力の育成

子どもたちがそれぞれの人生設計を描けるように、社会的・職業的自立に必要
な能力を育成します。

郷土に関心を持ち、群馬で生まれ育ったことに誇りと愛着を持つ子どもを育て
ます。

国際的視点に立ち、自らの考えを発信できる力を育成します。

(2) 確かな学力の育成
基礎的・基本的な学習内容の定着を図るとともに学習意欲を高めます。
探究的・発展的な学習により社会へ参画する力を育成し、自らの力で課題解決

できる子どもを育てます。

(3) 豊かな人間性の育成
自他を大切にする心や自己肯定感を育むとともに、規範意識を高めます。
いじめ防止に努め、良好な人間関係を築く力を育成します。
本物の文化芸術や自然に触れることにより豊かな感性を育成します。

(4) 健やかな体の育成
、 、心身の健康を保持増進し 群馬の未来を担う明るく元気な児童生徒を育むため

体力向上に向けた取組や、食育を推進します。

(5) 信頼される学校づくり
各学校の特性を活かした質の高い教育を推進し、地域社会との信頼関係を深め

ます。
互いに高め合う職場づくりを推進し、教職員の指導力を高めます。
特別支援学校の教育環境を整備し、一人ひとりの障害の状態や発達段階等に応

じた教育を推進します。

(6) 安全・安心な学びの場づくりと防災・危機対応能力の育成
学校の施設整備や、防災・防犯、交通安全対策、就（修）学支援等、安全・安

心な教育環境を確保します。
災害や交通事故等から自分自身や周りの人を守る力を育成します。

(7) 地域の教育力の向上と生涯学習社会の構築
家庭・地域と連携した幼児教育を推進します。
市町村や民間団体と連携して家庭教育を支援します。
学校・家庭・地域・ＮＰＯなどの連携・協力体制を構築し、社会教育や生涯に

わたる多様な学びを推進します。



平成２８年度　群馬県教育委員会施策体系及び主要事業
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担当所属予算額

1,161千円

健康体育課96,748千円

健康体育課4,684千円
健
や
か
な
体
の
育
成

(4)
学校体育の充実

運動部活動の充実

健康教育・食育の推進

適正な健康管理

（全国大会等派遣費補助、地域スポーツ人材の活用実践支援、スポーツエ
キスパート活用、全国高等学校スキー大会開催）

（学校における食育推進、がん教育、喫煙飲酒薬物乱用防止、エイズ教育）

（児童生徒健康診断）

義務教育課、高校教育課288,339千円

義務教育課、生涯学習課9,674千円

生涯学習課8,762千円

2,329千円

　　(3)

豊
か
な
人
間
性
の

育
成

体験的な活動の充実
（青少年自然体験等事業、青少年教育振興、昆虫の森・天文台自然学習教
室）

道徳教育・人権教育の推進 （道徳教育推進事業、人権教育推進、人権教育研修等）

児童生徒の心のケアシステム推進 （スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー）

いじめの早期発見・早期解決

1,251,450千円

基礎的・基本的な知識・技能を活用し課題解
決を図る力の育成【高等学校】

（学力向上推進事業、教育課程研究指定校事業等）

理数教育の推進
（スーパーサイエンスハイスクール、科学の甲子園、中高生の科学研究実践
活動推進プログラム等）

義務教育課、高校教育課8,081千円

高校教育課2,070千円

義務教育課

（キャリア教育サポート事業、群馬県キャリア教育推進事業、高校等インター
ンシップ推進、キャリア教育研修）

豊かな語学力の育成
（英語教育の早期化・教科化・高度化に対応するための教員研修、英語教
育強化地域拠点事業、外部専門機関と連携した英語指導力向上事業）

基礎的・基本的な知識・技能を活用し課題解
決を図る力の育成【小・中学校】

（ぐんま「確かな学力」育成プロジェクト）

文化芸術や尾瀬学校等の郷土資源を活用し
た学び

（尾瀬学校充実プログラム、自然・歴史・文化遺産研修）

古代東国文化をはじめとした文化遺産を活用
した学び

（古墳総合調査・情報発信、金井東裏遺跡出土甲着装人骨等調査、上野
国分寺跡整備、文化財保存事業費補助）

国際理解教育

健康体育課67,820千円

健康体育課

（いじめ問題対策、群馬県いじめ問題等対策委員会、いじめ問題対策連絡
協議会、いじめ相談）

総務課、総合教育セン
ター、

義務教育課
7,524千円

（ぐんまの子どもの体力向上推進事業、学校体育指導協力者派遣等）

(2)

確
か
な
学
力
の
育
成

ぐんま少人数クラスプロジェクト （さくらプラン、わかばプラン）

義務教育課、高校教育課

10,143千円
総合教育センター、

義務教育課、高校教育課

（外国語指導助手招致、スーパーグローバルハイスクール等）

実践的な職業教育
（次代を担う職業人材育成、次代を担う職業人材育成のための教育設備充
実、社会人講師活用、産業・教育連携若年者育成等）

特別な支援を必要とする生徒への就労支援 （特別支援学校職業自立推進）

総合教育センター、
義務教育課、高校教育課

管理課、学校人事課

　　主　要　事　業

総合教育センター、
義務教育課

180,586千円 文化財保護課

64,352千円 管理課、高校教育課

15,870千円 特別支援教育課

目
標

施
策

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

(1)
2,046千円

時
代
を
切
り
拓
く
力
の
育
成

1,783千円

時代に応じたキャリア教育

137,034千円



担当所属予算額　　主　要　事　業
目
標

施
策

　

　

生涯学習課、文書館11,812千円

安
全
・
安
心
な

学
び
の
場
づ
く
り

と
防
災
・
危
機

対
応
能
力
の
育
成

　 (6)

地
域
の
教
育
力
の
向
上
と

生
涯
学
習
社
会
の
構
築

　　(7)

義務教育課、生涯学習課2,451千円

生涯学習課32,511千円

管理課、特別支援教育課374,000千円

特別支援教育課、
総合教育センター

40,047千円

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

(5)
教員の指導力向上

障害の重度・重複化、多様化への対応等

教職員の健康管理

読書活動の充実と県立図書館機能強化

多様な課題に対応した学習機会の充実
（ぐんま県民カレッジ、まなびねっとぐんま運営、天文台・昆虫の森教育普
及、文書館の講座・企画展）

（子ども読書活動推進、県立図書館子どもの読書向上、
　図書資料整備、市町村・学校等支援、資料情報サービス）

社会教育の推進

学校支援センター等の充実 （学校支援センター運営推進、地域と学校のパートナーシップ推進）

生涯学習課1,216千円

家庭教育支援の推進

（社会教育委員会議運営等、社会教育研修支援）

（家庭教育支援、学校・家庭・地域連携協力推進事業、家庭教育指導者養
成）

生涯学習課

防災教育の推進

就（修）学確保のための支援

（交通安全教育推進、学校安全教室、地域ぐるみの学校安全体制整備推
進、サイクルサミット等）

（幼児教育応援、園内研修等）

24,932千円

（実践的安全教育総合支援）

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

県立高校の再編整備

幼児期の成長と子育ての支援

安全確保と安全教育の充実

（定期健康診断、メンタルヘルス対策等）

県立学校施設・設備整備

（高等学校等就学支援金、奨学のための給付金、特別支援教育就学奨励
等）

（富岡・甘楽地区新高校整備、吾妻地区新高校整備）

（小・中学校・高等学校等相談支援、特別支援学校機能強化）

（沼田特別支援学校整備、館林特別支援学校改築）

生徒指導体制の充実

（特別支援学校医療的ケア支援、発達障害教育推進、特別支援教育研修）

（学校施設特別維持整備、県立学校の長寿命化推進、県立高等学校空調
設備整備等）

特別支援学校のセンター的機能強化等

特別支援学校の整備

義務教育課、高校教育課65,733千円

総合教育センター24,340千円

（非行防止プロジェクト）

（基幹研修、職務研修、教科研修等）

健康体育課2,200千円

4,827,677千円

管理課1,300,949千円

管理課、特別支援教育課

総合教育センター3,209千円

健康体育課1,754千円

47,914千円

福利課、総合教育センター

管理課、高校教育課213,000千円

特別支援教育課14,735千円

-
 6

 -
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平成２８年度 片品村立片品小学校 学校経営方針

■教職員

№ 職 名 氏 名 分 掌

萩 原 茂 樹 経営・管理１ 校 長

馬 場 英 行 管理・庶務・ＰＴＡ・スクールバス担当２ 教 頭

三 浦 武 夫 教務主任・社会科主任・学社連携担当３ 教 諭

教 諭 須 藤 厚 子 １年１組担任・校内研修主任・外国語主任４

教 諭 野 上 俊 緖 ２年１組担任・人権教育主任・図工主任５

教 諭 大 竹 ふみ江 ３年１組担任・道徳主任・理科主任６

教 諭 友 松 真 樹 ４年１組担任・情報教育主任・国語主任７

教 諭 奈 良 雅 裕 ５年１組担任・体育主任・生徒指導主任８

教 諭 川 端 郁 男 ６年１組担任・児童会担当・特活主任９

10 教 諭 特別支援学級担任・特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ星 野 千寿子

教 諭 石 原 博 子 学力向上コーディネーター・安全主任11

12 教 諭 河 野 徳 子 少人数指導担当・清掃指導担当・図書主任

13 教 諭 星 野 牧 葉 （育休）

14 養 護 教 諭 中 野 彩 花 保健指導・給食主任・教育相談主任

事 務 主 任 吉 野 敦 幸 庶務・会計・学校予算15

16 栄 養 士 林 清 子 給食指導（給食センター勤務）

17 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 青 木 美穂子 教育相談

18 ﾃｨｰﾁｬｰ 小 林 由紀枝 少人数指導 ３組支援等ﾏｲﾀｳﾝ

19 特別支援員 田 中 智恵子 １年支援

20 特別支援員 千 明 真由美 ４年支援

21 入 澤 晴 海 庶務公 仕

22 教育活動推進員 羽 田 美 紀 かたしな子ども学校

23 教育活動推進員 鏑 木 由 江 かたしな子ども学校

24 教育活動推進員 星 野 洋 子 かたしな子ども学校

25 教育活動推進員 星 野 と み かたしな子ども学校

26 教育活動推進員 笠 原 満 里 かたしな子ども学校

平成28年5月1日現在■児童数

学年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 特支 計

１ １ １ １ １ １ １ ７学級数

15 12 15 9 17 13 2 83男

12 13 15 19 18 10 0 87女

27 25 30 28 35 23 2 170計

〒378-0415 片品村大字鎌田3952番地■住 所

０２７８－５８－３１２６■電 話

０２７８－５８－３３５１■ＦＡＸ

http://www.katashina-e.ed.jp/■Ｈ Ｐ

H28.5 新緑を背景に片品小新校舎
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１ 学校の教育目標

〔基本目標〕高い知性，豊かな心情，たくましい意志と創造力をもった心身ともに健全な実践力のあ

る子どもの育成を期する。

〔具体目標〕○進んで学習する子( )基礎学力の向上

○なかよく助け合う子( 融和）道徳性の育成・

○ねばり強く丈夫な子( ･ ･ )体力 気力 忍耐力の育成

２ 学校経営の方針

），〔基本目標〕児童一人ひとりに生きる力を身に付けさせるために，目指す児童像（学校の教育目標

目指す学校像，目指す教師像の実現に向け，全教職員が努力する学校づくりを推進する。

〔具体目標〕○目指す児童像（学校の教育目標）

○目指す学校像【我が子を通わせたい学校】

・組織が機能する学校 ・家庭・地域に信頼される学校

・認め合い，高め合う学校

○目指す教師像

＜０からの出発 １への挑戦＞

・愛情と情熱をもって児童を指導し，率先垂範する教師〈愛情・情熱〉

・児童の状況を的確に把握し，適切な指導ができる教師〈指導力〉

・向上心をもつ教師〈向上心〉

３ 片品村教育委員会の重点施策と自校での取り組み（○は重点目標 ・は具体的な方策）

(1)「安心・安全に学べる環境」をつくる

○通学時等の安全対策及び安全教育の徹底を図る。

・避難訓練(不審者・地震・火災)等を通して，子どもの危険予測・回避能力の向上を図る。

・災害時の安全確保及び下校方法の確認・対策を講じる。

・通学部会を適宜実施したり，交通安全教室を実施したりして，通学方法の確認と指導やスク

ールバスの安全な利用ができるようにする。

○学校の施設・設備の安全確保に努める。

・毎月１日の安全点検を徹底する また 点検後 問題箇（ ， ， ， ）目視 触診 打音 振動で確認をする 。 ， ，

所及び修理等については，速やかに管理職及び担当等に連絡をし，改善を図っていく。

(2)「確かな学力」を身に付ける

○「はばたく群馬の指導プラン～実践の手引き～」を活用した授業実践を行うとともに，きめ細か

な指導を行い，基礎的・基本的な事項の定着を図り，課題解決能力を養う。

・学力向上コーディネーターを中心に学力向上委員会を機能させ，算数の少人数指導・TTを，少人

数担当，マイタウンティーチャー，担任で実施する。教材の共同開発や準備，指導計画の作成等

を行い，きめ細かな指導を実践し，基礎的な学力の向上を図る。なお，学習過程でつまずきの見

られる児童に対する個別支援などに，村費の特別支援員を有効活用する。

・課題解決能力を養うために，本時のねらいを明確にした授業づくりを行う。また，１時間・

，全校一単元・学期・年度末等の振り返り学習を計画的に位置づける。さらに，各学期末に

児童の実態を把握斉の「漢字・計算」テストを実施し，基礎的な学力の定着を図るとともに，

し，放課後等に個別に振り返り学習を実施する。
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○家庭で自主的に学習や読書をする習慣が児童に身に付くよう指導する。

「 。・ 家庭学習の手引き」を活用し，各学級とも学年×10分は机に向かえるような課題学習等を課す

また，今年度も生活実態調査を行い，家庭学習の習慣化が図れるようにする。

読み聞かせの会や朝の10分間読書，読書週間を実施し，家庭と連携・協力のもと，読書好き・

な児童を育成する。

(3)「豊かな心」を育てる

児童を育成する。○自他を大切にし，思いやりのある

・児童が自己肯定感をもてるような言葉がけや温かい誠実な指導を心がける。

・６年生を中心に縦割りの団活動を計画的に何度も実施し，児童同士の交流を図る。

いじめのない学校づくりに取り組む。○全教職員と児童で，

・ 「児童カルテ」を有効活用し，いじめや不登校等の早期発見・早期「にこにこアンケート」や

対応と問題行動等の防止に努めるとともに，各学年ブロック，生徒指導委員会，職員会議に

おいて情報と対応の共有化を図る。

・いじめ防止活動計画を再検討し，児童会の企画委員会と各専門委員会を中心に，児童主体のいじ

め防止活動を実践していく。なお，６月と１２月をいじめ防止活動の強化月間として取り組む。

(4)「健やかな体」をつくる

○基本的な生活習慣を身に付け，健康の保持増進に努める気持ちや態度を育てる。

・ 早寝・早起き・朝ご飯＋排便 の大切さをたより及び懇談会等を通じて 家庭に繰り返し「 」 ，

はたらきかけていく。また，各学級においても児童に指導をしていく。

・栄養士との連携を密にして，給食指導及び食育指導の充実を図る。

・学校保健委員会を定期的に開催し，生活習慣等について考え，健康の保持増進に努める。

○日常的に運動に取り組めるよう，時間や場などの環境を整える。

学校においては，陸上，水泳，持久走，なわとび等を計画的・意図的に指導をしていく。また，・

それぞれについて目標やめあてを決めさせ，達成に向けて努力させる。

・スポーツ少年団や社会体育と連携し，日常的に運動に取り組めるようにする。
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平成２８年度 片品村立片品中学校 学校経営方針

教職員■

№ 職 名 氏 名 分 掌

校 長 経営・管理1 髙 桑 実

根 岸 浩 文 同窓会書記2 教 頭 企画運営 ＰＴＡ書記

岡 田 秀 久 国語科主任 校内研修主任3 教 諭 １学年主任

教 諭 ３学年主任 理科主任 ３組担任4 篠 澤 敦 子

中高実践推進主任5 教 諭 教務主任 ２学年主任岡 野 典 子

道徳教育推進教師6 教 諭 社会科主任 人権教育主任倉 澤 秀 祥

阿 部 尚 人 部活動主任7 教 諭 ２年１組担任 保健体育科主任

下 山 浩 平 進路指導主事 情報主任( )8 教 諭 ３年２組担任 HP
教 諭 ３年１組担任 英語科主任 生徒指導主事9 原 雄規

教 諭 １年２組担任 安全教育主任 特活主任10 中 島 諒 久

遠 藤 春 奈 技家主任１1 教 諭 １年１組担任 生徒会後期担当

教 諭 笹 口 佳津衣 音楽科主任１2 ２年２組担任 学社連携主任

教 諭 ２年副担任 美術科主任１3 塚 越 岳 洋

教 諭 置籍（内地留学）１4 吉 野 康 弘

１5 美術科担当非 常 勤 講 師 金 子 友 美

非 常 勤 講 師 家庭科担当16 青 木 真 美

野 上 沙 織 技術科担当17 非 常 勤 講 師

養 護 教 諭 保健養護 給食主任 教育相談主任18 井 田 美 穂

髙 橋 由 雄 同窓会会計19 主 幹 事 務 長 経理全般 庶務主任

ｽｸｰﾙ ｶｳﾝｾﾗｰ 教育相談20 青 木 美穂子

心臓疾患生徒支援21 特 別 支 援 員 笠 原 まき江

特 別 支 援 員 星 野 愛 美 特別支援学級生徒支援22

Ａ Ｌ Ｔ 英語指導23 ブヘイ・ジョレル

公 仕 給食 営繕 環境美化24 須 藤 松 子

公 仕 暖房 営繕 環境美化25 （冬季のみ） 飯 塚 睦 夫

平成２８年５月１日現在■生徒数

学年 1年 2年 3年 特学 計

学級数 ２ ２ ２ １ ７

男 20 15 14 4 53

女 21 27 25 0 73

計 41 42 39 4 126

住 所■

〒 片品村大字鎌田 番地378-0415 4480

■ ０２７８－５８－２０１９電 話

■ ０２７８－５８－２０７９ＦＡＸ

http://www.katashina-j.ed.jp/■Ｈ Ｐ

H27 尾瀬学校（３年生）



- -11

１．学校の教育目標

(1) 教育目標 「豊かな人間性、生きた学力、強い身体」を磨く生徒」

(2) 目指す学校像 「一人一人が認め合い、輝き合い、さわやかで活力に満ちた学校」

(3) 目指す生徒像 「豊かな人間性、生きた学力、強い身体を磨くために」

☆「昨日の自分を超えようとする生徒」 ☆「主体的に、気づき、考え、行動する生徒」

(4) 目指す教師像

○同僚性の高い教師

○明るく健康で人間性豊かな教師

○教育者としての自覚と誇りある教師【情熱・使命感・自己研鑽（教えるプロ ・高い規範意識】）

２．学校経営の方針

(1) 全職員が当事者意識をもち、責任と役割の自覚に立った組織的な協働体制の充実（OJT）

(2) 生徒と教師間の、豊かな人間関係・信頼関係の確立(積極的な生徒指導)

(3) 「目指す生徒像」を達成させる教育活動及び支援の充実(PDCA)

(4) 小中高の連携とキャリア教育の推進

３．片品村教育委員会の重点施策と自校での取り組み（○は重点目標 ・は具体的な方策）

(1) 「安心・安全に学べる環境」をつくる

○施設・設備の安全管理や交通事故防止の徹底を図る。

・毎月１回、校舎内外の安全点検をし、学期に一度は点検者を交代するなどして複数の目を持っ

て危険箇所や老朽箇所の把握に努める。

・生徒には、交通安全教室、学級活動や長期休業前の集会等で道路の安全な歩き方や自転車の乗

り方を指導する。

。・施設の破損状況や登下校時の道路の危険な状況についてはＰＴＡや村と連携して改善に努める

。○心臓疾患生徒や食物アレルギーが心配される生徒への対応マニュアルの徹底・訓練を実施する

・避難訓練（地震・火災・不審者）を実施するとともに、日頃からの安全意識の高揚に努める。

・生徒には、学級活動や集会等で非常時の対応について十分に理解させ、危機回避能力を育成す

る。

◯新校舎建築に向け、全職員で参画する。

・事務長を校内窓口とし、Ｈ３０年度を見越した安全・快適な校舎建築に向け、職員それぞれの

立場での意見や要望等を集約整理しながら、村教育委員会改修担当者と連携しながら定例会議

を実施する。

(2) 「確かな学力」を身に付ける

○授業の中で生徒一人一人を大切にする。

・一人１研究授業を実施し、教員相互の研鑽を通して指導力の向上に努める。

・めあての提示や振り返り活動を工夫するとともに、単元を見通したアクティブラーニング型の

学習を計画的に実施し、意欲的に学び続ける生徒の育成に努める。

○自主的な学習習慣を身に付けさせる。

・学力向上推進委員会が中核となり、効果的な個別指導（補充学習）を工夫する。

・ 家庭学習の手引き」の作成や家庭との連携により、家庭学習を定着させる。「
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(3) 「豊かな心」を育てる

○「片品中学校いじめ防止基本方針」に則り、いじめのない温かい人間関係を育てる。

・ＱーＵ心理テストや生活アンケートの実施、分析を基にした指導の充実に努める。

・養護教諭やスクールカウンセラーと連携を密にしたり、チャンス相談を心がけたりするなど相

談機会を広げる。

○道徳教育・人権教育を推進する。

・道徳性検査の実施・分析を行うなど、道徳の時間の指導の充実に努める。

・呼名は「さん 「くん」をつけるなど、生徒の人権・人格を尊重する言語環境を整える。」

・認め、励まし、意欲を高める言葉かけをする。

○時と場に応じた適切な言動を身に付けさせる。

・あいさつ運動の充実を図り、師弟同行の実践を心がける。

・生活ノートなどを活用し、学校及び家庭での生活の様子を把握し助言する。

(4) 「健やかな体」をつくる

○基本的な生活習慣を身に付け、健康の保持・増進に努める気持ちや態度を育てる。

・生徒及び家庭に朝食摂取の習慣化や睡眠時間確保の大切さを通信等で伝える。

・スマホ、ゲームの使い方のついて、問題点を考えさせる場面を設定する。

○体育の時間はもとより、日常生活の中で運動に親しめるようにする。

・片中体力向上プランを基に、運動に対する意欲と体力の向上を図る。

(5) 「学社連携・融合の推進（開かれた学校づくりと小中高連携教育の充実 」）

・積極的な情報発信や家庭、地域との連携・協力により、信頼関係・協力態勢を構築する。

・片品小及び尾瀬高校との連携・協力をより充実させ、一層の小中高連携教育の推進を図る。



学校名 性別 人数 計 人数 計 人数 計 人数 計 人数 計 人数 計 人数 計 男 女 計

男 16 12 15 9 17 14 83

女 12 13 15 19 18 10 87

男 20 16 17 53

女 21 27 25 73

男 36 28 32 9 17 14 136

女 33 40 40 19 18 10 160

平成28年度　管内小中学校児童・生徒・職員数表

平成28年5月1日現在

学　　年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
備考

片品小学校 28 25 30 28 35 24
事務職員・栄養士・臨時講師・

公仕含む

学級数
教職員数

20

合　計

170 1287

片品中学校 41 43 42 126 7 13 12 25
事務職員・臨時講師・ＡＬＴ・公

仕・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ含む

総　　計 69 68 72 28 45296 14 21 2424

-
 1

3
 -

35



平成２８年５月１日現在　[単位：人]

入学年度

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

１　区 1 4 2 2 1 1 4 2 1 5

２　区 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0

３　区 0 2 1 4 2 3 0 3 1 2

４　区 1 2 4 3 2 1 1 1 1 1

５　区 0 1 1 2 1 0 3 1 1 0

６　区 3 4 2 1 4 1 2 2 2 3

７　区 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

８　区 0 2 2 3 1 4 0 0 2 1

計 5 17 13 16 11 10 11 9 9 12

合　計

平成２８年４月１日現在　[単位：人]

職員 定員 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 入所率

片品保育所 12 80 0 3 11 11 24 13 62 77.5%

片品北保育所 7 35 0 0 2 5 2 7 16 45.7%

片品南保育所 5 35 0 2 3 5 3 2 15 42.9%

計 24 150 0 5 16 21 29 22 93 62.0%

３１年度３０年度２９年度

保育所の様子

就学前幼児数

22 29 21 20 21

３３年度３２年度

- 14 -
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平成２８年度 片品村学校給食センター 運営方針

１．学校給食の充実

心身の健全な発達と正しい食教育を推進するため、家庭での食生活を基本としながら、学校、家庭、

地域が連携協力し、自ら健康管理に積極的に取り組める児童生徒の育成に努める。

○実践目標

(1)適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。

(2)日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる判断力を培い、

望ましい食習慣を養うこと。

(3)学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。

(4)食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについて理解を深め、生命及び自然を尊重する精

神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。

(5)食生活が食に関わる人々の様々な活動に支えられていることについての理解を深め、勤労を重んじる

態度を養うこと。

(6)我が国や各地域の優れた伝統的な食文化について理解を深めること。

(7)食料の生産、流通について正しい理解に導くこと。

２．課題解決に向けた取り組み

(1)安心・安全に学べる環境づくり

〔課題〕安全な給食環境の整備

〔施策〕安心・安全な食材の購入と衛生管理意識の高揚を図る。

(2)基礎的・基本的な学力の定着

〔課題〕食の指導と食育の推進

〔施策〕望ましい食習慣を身に付けさせ、給食が「生きた教材」となるよう努める。

(3)生きる力を育成する豊かな体験

〔課題〕地場産物の活用、作物づくり体験

〔施策〕地元の食材を使ったメニューの検討や「児童の作物を育てること」、「家庭でのお弁当づくり」

をとおして食への関心を高めるよう工夫する。

３．給食実施状況

(1)給食数（平成28年度）

(2)給食日数

年間１９４日 米飯(月・水・金)パン又麺類(火・木)

(3)調理員分担

調理員５名が安全係、検収係、環境係、調味係を役割分担で担当し調理に従事

施 設 施設数 学級数 児童・生徒数 教職員数 合 計

小学校 １施設 6組 170人 18 人 188 人

中学校 1施設 6組 126人 19 人 145 人

給食ｾﾝﾀｰ 1施設 ― ― 9 人 9 人

合 計 3施設 12組 296人 46 人 342 人
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(4)業  務

◎朝礼、職員の健康観察、賄い物資検収受け入れ

◎11時30分各学校へ給食配送

◎13時30分食器類回収し洗浄、保管、消毒、調理機器及厨房の清掃後廃棄物をクリーンセンターへ搬入

◎残食等を調査してその日の反省と翌日の打合せ

(5)組織会議

ア．運営委員会

運営委員会は教育委員会が必要に応じて 15 名以内の委員を委嘱する。（議長、議員、学識経験者、学

校長、PTA会長で構成）会議は必要に応じて開催

イ．給食実施委員会

各学校の給食担当職員、給食センター職員等により毎月の上旬に開催（献立、学校からの要望、問題

点の話し合い等）

ウ．給食費                                  単位：円

年度

小学生 中学生

備 考月額 年額 1食当り 月額 年額 1食当り

S59 3,100 37,200 191 3,600 43,200 222

  H 3 3,500 42,000 215 4,000 48,000 246 消費税3％導入

  H 9 3,800 45,600 234 4,300 51,600 265 〃3％から5％へ

H26 4,000 48,000   246 4,500 54,000   277 〃5％から8％へ

  

４．施設の状況

(1) 名 称  片品村学校給食センター

(2) 所 在 地  片品村大字鎌田4022番地の2

(3) 面 積  敷地：1,280.60㎡  建物：一階447.50㎡ 二階114.00㎡ 合計561.50㎡

(4) 建 物 構 造  鉄骨造（一部二階建）

(5) 竣 工 年 月 日  昭和５８年１２月１０日

(6) 総 事 業 費  １６９，６７０千円

(7) 給食開始年月  昭和５９年４月１日

(8) 施 設 能 力  １日 １，２００食

(9) 厨房システム  ドライ方式(床に水を流さない方式)

５．片品村学校給食センター職員

NO 役 職 等 氏  名 備 考 NO 役 職 等 氏  名 備 考

１ 所 長 星野 孝俊 ６ 臨時調理員 星野 松江

２ 課長補佐 須藤 幸夫 ７ 臨時調理員 星野亜由美

３ 栄養士 林  清子 ８ 臨時調理員 小林 五織

４ 臨時調理員 星 友美 ９ 運転手 千明 博治

５ 臨時調理員 倉田 晴美



平 成 ２８ 年 度　　事　業　計　画

片品村体育協会

　　月　日   (曜日) 事　　　業　　　名 会　　　場 摘　　　　要

4月18日 （月） 　体育協会定期理事会 　農林研修室

4月20日 （水） 　第31回村長杯ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会 　ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾊｳｽ

4月26日 （火） 　村長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 　尾瀬大橋公園グランド 予備日4月27日

5月8日 （日） 　第42回区対抗ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 　片中校庭 予備日5月15日

5月17日 （火） ～ 　社会人野球春季ﾄｰﾅﾒﾝﾄ 　片中校庭（ﾅｲﾀｰ）

5月12日 （木） 　体協長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 　武尊フットボールパーク 予備日5月13日

5月20日 （金） 　第24回議長杯ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ大会 　ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾊｳｽ

5月15日 （日） 　婦人会ﾐﾆﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 　片中体育館

5月27日 （金） 　議長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 　太田河川敷ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 予備日5月28日

5月30日 （月） ～ 　第38回壮年ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ戦大会 　片中校庭（ﾅｲﾀｰ）

6月2日 （木） 　第68回村民第22回区対抗ｺﾞﾙﾌ大会 　サエラ

6月10日 （金） 　老連会長杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 　越本ふれあい広場 予備日6月11日

6月20日 （月） 　第33回体協長杯ゲートボール大会 　ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾊｳｽ

6月20日 （月） ～ 　社会人夏季ﾘｰｸﾞ戦野球大会 　片中校庭（ﾅｲﾀｰ）

6月下旬 　第62回家庭婦人バレーボール大会 　東小川体育館

7月15日 （金） 　ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌﾍﾟｱ大会 　太田河川敷ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 予備日7月16日

7月2日 （土） 　ｽﾎﾟｰﾂ少年団ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会 　片中校庭 スポ少会議で検討

7月中旬 　第5回村長杯ﾀｰｹﾞｯﾄﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会   東小川ＴＢＧ場

8月1日 （月） ～   第25回区対抗野球兼町内対抗予選 　片中校庭（ﾅｲﾀｰ）

8月12日 （金） 　尾瀬戸倉杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 　尾瀬戸倉ＧＧコース 予備日8月13日

8月28日 （日） 　村民ｿﾌﾄﾃﾆｽ大会 　片中ﾃﾆｽｺｰﾄ

8月31日 （水） 　尾瀬岩鞍杯ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 　尾瀬岩鞍ＧＧコース 予備日9月1日

9月1日 （木） ～ 　尾瀬吹割杯親善野球大会 　片中、利根町

9月9日 （金） 　第9回区対抗ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 　越本ふれあい広場 予備日9月10日

9月23日 （金） 　ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ協会交流大会 　太田河川敷ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 予備日9月24日

 9月～ 10月 　県民体育大会利根郡予選会 　郡内各町村等 各競技部

9月下旬   県町内対抗野球利根沼田予選 　みなかみ町月夜野

10月1日 （土） 　第58回村民運動会 　片品小学校校庭 予備日10月2日

10月下旬 　第69回村民ｺﾞﾙﾌ大会 　サエラ

11月上旬   第63回家庭婦人ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 　東小川体育館

11月上旬 　ﾀｰｹﾞｯﾄﾊﾞｰﾄﾞｺﾞﾙﾌ協会月例大会   東小川ＴＢＧ場

11月6日 （日） 　県民体育大会 　前橋市ほか 郡代表が出場

11月下旬 　第17回片品村剣道大会 　片中剣道場

　第66回全国高等学校スキー大会 　戸倉、岩鞍、武尊牧場

2月中旬 　群馬県Jr.ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ大会片品大会 　武尊牧場

2月中旬 　村ｽﾎﾟ少兼小学生総体ｽｷｰ大会   武尊牧場　ほか

3月中旬 　第47回片品選手権兼第27回区対抗ｽｷｰ大会 　花咲地区

3月29日 （水） 　第17回片品射撃ｸﾗﾌﾞ大会    群馬県クレー射撃場

2月2日～2月6日

－ 17 －



平 成 ２８ 年 度　 事　業　計　画（教室、講習会等）

片品村体育協会

　　月　日 (曜日) 事　　　業　　　名 会　　　場 摘　　　　要

４月～１１月 テニス教室 トレーニングハウス

５月～１０月 ソフトテニス教室 片中テニスコート

８月下旬 上武大陸上部ランニング教室 片小校庭

９月中旬 ターゲットバードゴルフ体験教室 東小川ＴＢＧ場

毎週火・木曜日 剣道教室 片中剣道場

年６回 射撃講習会 ぐんまジャイアントほか ４月～３月

１月～３月 村内小学校低学年対象スキー教室 岩鞍・かたしな高原

未定 バレーボール審判講習会 未定

ＯＺＥスポーツクラブ開催教室

毎週火、金曜日 少年サッカー教室 村民ｸﾞﾗﾝﾄﾞほか

毎週月、水曜日 小学生バレーボール教室 片小体育館ほか

－ 18 －
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施 設・団 体 等

■社会教育・体育施設

NO 施  設  名 所 在 地 設 備 等

１ 中央公民館 鎌田３９４６ （分館２ヵ所）

２

村民運動場

グランド（１面）

テニスコート（２面）

須賀川２８４ グランドは、夜間照明あり

テニスコートは、全天候・照明あ

り

３

片品村トレーニングハウス

（床なし体育館）

鎌田４０１２－２ ゲートボール１面

又はテニスコート１面

４
片品シャンツェ（ジャンプ台） 土出２６０９

ホワイトワールド尾瀬岩鞍地内

７５m 級ジャンプ台

５
片品スモールヒル（ジャンプ台） 越本

かたしなスキー場地内

２０ｍ級ジャンプ台

６ 青少年広場 村内各地 遊具等

７ 片品村文化センター 鎌田３９８２ ホール８０２席，会議室

８ 片品村東小川体育館 東小川３０１７ アリーナ，サブアリーナ

９ 片品村弓道場 鎌田４４７６－１２ 夜間照明有り

■社会教育関係団体                                                 

NO 団 体 等 名 称 構 成 人 員 代表者氏名 補助金及び委託金

１ 片品村文化協会 全世帯 千明 政夫 650,000 円

２ 片品村体育協会 〃 井上 三郎 2,160,000 円

３ 片品村婦人会 ２０４人 戸丸とし子 346,000 円

４ 片品村子ども会育成会連絡協議会 ５４人 小石 俊一 656,000 円

５ 片品村小中学校ＰＴＡ連絡協議会 ２３人 佐藤 聡宏 50,000 円

６ 片品村青少年育成推進員連絡協議会 １７人 戸丸 権次             ―

７
片品村青少年健全育成会議

（中央及び地区）
６４人 戸丸 幸江 （委） 344,000 円

８ 片品村スポーツ少年団 ８９人 井上 三郎 （委） 900,000 円

９ 片品村新生活運動推進協議会 全世帯 星野 千里             ―

■学習グループ                                                                     

NO 名      称 代 表 人  員

１ 文芸部 渡辺 和昭 １９

２ 文化財部 戸丸 廣安 １１

３ 芸能部 戸丸 俊一 １１５

４ 将棋部 桑原 和一 １４

５ 美術部 千明 良子 ２８

６ 写真部 芝崎  護 １３

７ 民芸部 星野 安平 １２

８ 華道部 星野 寿子 １３

９ 書道部 後藤 正一 １７

10 菊花部 林  誠一 １７

11 俳句作家協会 渡辺 和昭 １９

12 尾瀬太鼓愛好会 米山 武雄 ４０



国　天然記念物

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者 所有者

S31. 8. 9 尾瀬

S35. 6. 1 （特別天然記念物指定）

国　重要無形民俗文化財

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者 所有者

１ H13, 2,28 片品の猿追い祭 花咲2,021 猿追い祭保存会

国　重要文化財

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者 所有者

１ H15,12,25 丸沼堰堤 東小川根子 東京電力㈱ 東京電力㈱

県　重要文化財

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者 所有者

１ Ｓ48,12,24 東小川大御堂の木造観音立像 東小川233 上小川地区

県　天然記念物

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者 所有者

１ Ｓ33, 3,22 武尊牧場のﾚﾝｹﾞﾂﾂｼﾞ群落 花咲2,197 片品村

２ H 2, 9,25 しばぎわの大イチイ 花咲1,182 佐藤郁夫 佐藤郁夫

３ 　　　〃 しばぎわのシナノキ 花咲1,242 　　〃 　　〃

４ 　　　〃 摺渕のヒメコマツ 摺渕177 飯塚　寿 飯塚　寿

５ 　　　〃 金井沢のアカマツ 土出1120-1 後藤正一 後藤正一

６ H23,9,20 針山の天王ザクラ 針山乙47 千明長治 千明長治

指定文化財一覧（国・県）

１ 群馬県戸倉

- 20 -



村　重要文化財

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者 所有者

１ S50.12.17 上而郷蔵 越本甲1,242-1 上而組長 上而組

２ S51. 7.16 武尊神社本殿 花咲2,021 武尊神社氏子 武尊神社

３ S61,10, 1 賢和六枚双屏風２枚 鎌田3,967-3 片品村長 片品村

４ 　　　〃 登戸十一面観音像 花咲1,334 登戸組長 登戸組

５ H 1, 2,22 音昌寺の欄間 越本1,267 坂西恒喜 坂西恒喜

６ 　　　〃 龍滄院の須弥壇 東小川2,900 田川泰龍 田川泰龍

７ 　　　〃 大圓寺の観世音像 土出886 竹内芳昭 竹内芳昭

８ 　　　〃 大圓寺の間引きの絵額 土出886 竹内芳昭 竹内芳昭

９ H 1,11,20 武尊神社の絵額 土出 新井組長 新井組

１０ H 3, 3,22 幡谷郷蔵 幡谷 幡谷組長 幡谷組

１１ H 26, 7,22 永井流養蚕伝習所実習棟 針山4 永井啓之 永井啓之

村　重要文化財（石造物）

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者又は所有者 摘　要

１ H 9, 5,21 宝篋印塔 御座入 星野明宏 １７９５年建立

２ 　　　〃 馬頭観世音 　〃 御座入組長 １７９０年建立

３ 　　　〃 単体道祖神 菅沼 星野　圭 １７３０年建立

４ 　　　〃 奪衣婆 摺渕 下摺渕大伍長

５ 　　　〃 馬頭観世音 幡谷 幡谷組長 １８６１年建立

６ 　　　〃 百庚申 栗生 栗生組長 １８６０年建立

７ 　　　〃 千貫峠の地蔵様 　〃 　　〃

８ 　　　〃 大御堂句碑 上小川 上小川組長 １８０４年建立

９ 　　　〃 双体道祖神 　〃 　　〃

１０ 　　　〃 多重塔（庚申五重塔） 伊閑町 伊閑町組長 １６７６年建立

１１ 　　　〃 庚申塔（青面金剛像） 　〃 　　〃 １７４０年建立

１２ 　　　〃 百番塔 戸倉 戸倉区長 １７８８年建立

村　無形文化財

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者 所有者

１ H21, 5,15 上幡谷の申祭り 摺渕 氏子総代 氏子総代

２ 　　　〃 針山の十二様祭り 針山 針山組長 針山組

３ 　　　〃 越本の武尊祭り 越本1,898 第５区長 第５区

４ 　　　〃 越本の諏訪祭り 越本964-1 上而組長 上而組

指定文化財一覧（村）
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村　史跡

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者 所有者

１ H 2, 2,20 禹王の碑 土出 古仲組長 古仲組

２ H12,10, 3 白根山周辺の山岳信仰遺跡 東小川 第４区長 第４区長

村　天然記念物

№ 指定年月日 指定文化財名 所在地 管理者 所有者

１ H 1, 2,22 星野家のマメガキ 下平228 星野浅次郎 星野浅次郎

２ 　　　〃 吉澤家のカシ 摺渕59 吉澤武一 吉澤武一

３ 　　　〃 星野塚の森 摺渕 星野伊三夫 星野伊三夫

４ 　　　〃 宮前のサクラ 幡谷281 千明梅治ほか13人 千明梅治ほか13人

５ 　　　〃 ガニ沢のチョウセンマツ 幡谷288-3 小林祐次 小林祐次

６ 　　　〃 三浦家墓地のモミ 幡谷 三浦家 三浦家

７ 　　　〃 永井家のカヤ 花咲962 永井徳次 永井徳次

８ 　　　〃 永井家のクロベ 花咲963 永井徳次 永井徳次

９ 　　　〃 熊野宮のヒノキ 東小川1,593 宮田健治 宮田健治

１０ 　　　〃 大御堂のシダレザクラ 東小川238 上小川組長 上小川地区

１１ 　　　〃 星家稲荷様イチイ 東小川522 星　周一 星　周一

１２ 　　　〃 音昌寺のウメ（紅） 越本1,267 坂西恒喜 坂西恒喜

１３ 　　　〃 音昌寺のコノデガシワ 越本1,268 坂西恒喜 坂西恒喜

１４ 　　　〃 大屋のナシ 摺渕523 星野政男 星野政男

１５ 　　　〃 武尊神社のイチョウ 摺渕 摺渕組長 摺渕地区

１６ 　　　〃 星野家のイチイ 下平290 星野清吉 星野清吉

１７ H 2, 2,20 五霊神社のイチイ 土出 古仲組長 古仲地区

１８ H 3, 3,22 高山家のカキノキ 花咲甲1,151 高山清作 高山清作

１９ 　　　〃 伊閑町のチョウセンマツ 土出1,907 萩原正雪 萩原正雪

２０ 　　　〃 穴沢十二様のカラマツ 東小川 穴沢組長 穴沢組長

２１ H12,10, 3 ヒカリゴケ 東小川 日本製紙総合開発 日本製紙総合開発

２２ H15, 6,26 天王ザクラ 針山 千明長治 千明長治

２３ H24, 9,18 あん場の大石 東小川字高平 穴沢組長

２４ H25, 7,23 十二様の松 土出2609 新井開墾組合 新井開墾組合

２５ H26, 1,17 日光白根山のシラネアオイ 東小川 日本製紙総合開発 日本製紙総合開発

２６ H26, 9,17 花咲石 花咲字中反1289 第３区長 第３区長
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教育委員会及び付属機関等名簿

■教育委員会

ＮＯ 役 職 氏  名 備 考

１
委員長 戸丸 幸江 H24.11.11～

H28.11.10

２
職 務

代行者
芝﨑 健司 H27.12.21～

H30. 3.31

３
委 員 井上 隆至 H27. 9. 6～

H29. 3.31

４
委 員 萩原 千春 H28. 4. 1～

H32. 3.31

５
教育長 星野 準一 H25. 4. 1～

H29. 3.31

■教育委員会事務局

NO 役   職 氏  名 備 考

１ 事務局長 千明建太郎 総括

２ 補 佐 桑原 信一 社会係総括

３ 補 佐 中村  学 学校教育係

４
係 長 高山 昭弘 総務係

社会教育係

５ 社会教育主事(派) 林  誉隆 社会教育係

６ 係 長 星野 一忠 学校教育係

７ 主 査 小柳 勝治 総務係

８ 社会教育主事 高橋 卓也 社会体育係

９
主 事 恩田 祐那 総務係

社会教育係

10
主 事 狩野真里恵 社会教育係

社会体育係

11
主 事 芝崎 悟史 総務係

社会教育係

12 主 事 角田 弘明 学校教育係

13 臨 時 桑原 護 学校教育係

14 外国語指導助手 ブヘイ･ジョレル

■社会教育委員会

任期H28.4.1～H30.3.31           

NO 委嘱年月日 氏  名 備 考

１ H28.4.1 笠松 亮 委員長

２ H28.4.1 須藤 恵子 副 〃

３ H28.4.1 井上 三郎

４ H28.4.1 戸丸とし子

５ H28.4.1 高桑 実

■スポーツ推進委員

   任期H28.4.1～H30.3.31

NO 氏  名 区 備 考

１ 星野 時治 ８ S55.4.1～

２ 吉野 和子 ６ H6.4.1～

３ 千明 道太 ４ H10.4.1～

４ 飯塚 睦夫 ２ H14.4.1～会長

５ 星野  学 ６ H14.4.1～副会長

６ 入澤真由美 ８ H14.4.1～副会長

７ 星野たみ江 １ H16.4.1～

８ 戸丸 権次 ３ H18.4.1～

９ 入澤  茂 ５ H18.4.1～

10 宮田千代子 ４ H22.4.1～

11 渡辺 英樹 ８ H24.4.1～

12 笠原 学 ５ H26.4.1～

13 星野 一忠 ５ H26.4.1～

14 渡辺 元 ８ H28.4.1～

15 今井 淳二 ８ H28.4.1～

■文化財調査委員

任期H27.4.1～H29.3.31

NO 役  職 氏  名 備 考

１ 調査委員 宮田  勝 代 表

２ 〃 萩原 武治

３ 〃 戸丸 俊一

４ 〃 戸丸 廣安
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■文化協会

任期H27.4.1～H29.3.31             

NO 役  職 氏  名 備 考

１ 会 長 千明 政夫

２ 副会長 戸丸 俊一

３ 〃 渡辺 和昭

４ 監 事 後藤 正一

５ 〃 千明 良子

■体育協会

任期H27.4.1～H29.3.31             

NO 役  職 氏  名 備 考

１ 顧 問 千明 金造 片品村長

２ 顧 問 星野 千里 議会議長

３ 顧 問 萩原 正信 総務文教委員長

４ 顧問・監事 戸丸 幸江 教育委員長

５ 顧 問 星野 準一 教育長

６ 会 長 井上 三郎

７ 副会長 吉野 一芳

８ 〃 荒木 克美

９ 監 事 萩原 睦久 会計管理者

■ＰＴＡ連絡協議会

任期H28.4.1～H29.3.31                    

NO 役 職 氏  名 備 考

１ 会 長 佐藤 聡宏 片中PTA会長

２ 副会長 星野 一忠 片小PTA会長

３ 監 事 萩原 享 片小PTA副会長

４ 〃 星野 順子 片小PTA副会長

５ 婦人代表 林 めぐみ 片中婦人代表

６ 委 員 星 和文 片小PTA副会長

７ 〃 中澤 良和 片中PTA副会長

８ 〃 萩原 光晴 〃

■青少年育成推進員連絡協議会

任期H26.4.1～H29.3.31

NO 役  職 氏  名 備 考

１ 推進委員 星野 辰也

２ 〃 星野 学

３ 〃 千明 茂

４ 〃 星野 達哉 監事

５ 〃 桑原 智也

６ 〃 戸丸 権次 会長

７ 〃 永井 光雄 副会長

８ 〃 須藤 賢一 副会長

９ 〃 狩野 孝典

10 〃 笠原 昌也 庶務会計

11 〃 入澤 和也

12 〃 小林 英雄

13 〃 萩原 藤幸

14 〃 松浦 文男 監事

15 〃 大竹 建治

16 〃 佐藤 欽一

17 〃 星野登志夫

■子ども会育成会連絡協議会（本部）

任期H28.4.1～H29.3.31

NO 役  職 氏  名 備 考

１ 顧 問 千明 金造 村 長

２ 〃 星野 千里 議 長

３ 〃 星野 準一 教育長

４ 〃 千明 道太 副議長

５ 会 長 小石 俊一

６ 副会長 倉田  剛

７ 〃 笠原 育夫

８ 〃 萩原 和典

９ 監 事 萩原 聖彦

10 〃 小林  清

11 書 記 戸丸 和元

12 会 計 吉澤 辰雄

13 補 助 三浦 道明

14 〃 千明 嗣雄

15 〃 吉野 幸芳

16 〃 小林  清
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■子ども会育成会連絡協議会（地区）            

任期H28.4.1～H29.3.31

NO 役  職 氏  名 備 考

１ 1区役員 星野 孝則 １区代表

２ 〃 星野 悦子

３ 〃 高橋 由美

４ 〃 星野かね子

５ 〃 髙橋 卓也

６ ２区役員 桑原 国博 ２区代表

７ 〃 星野 成雄

８ 〃 吉澤 辰雄

９ ３区役員 星野 文昭 ３区代表

10 〃 佐藤 真一

11 〃 戸丸 正彦

12 〃 髙山 欽弥

13 〃 原 紘二郎

14 〃 永井 幸男

15 ４区役員 倉田  剛 ４区代表

16 〃 千明 靖久

17 〃 狩野 雄志

18 〃 星野 智弘

19 〃 星野 忠人

20 ５区役員 笠原 晶成 ５区代表

21 〃 林  貴士

22 〃 入澤 和也

23 〃 入澤 和弘

24 〃 笠原 育夫

25 ６区役員 梅澤  努 ６区代表

26 〃 梅澤 信洋

27 〃 星野  裕

28 〃 萩原 博文

29 〃 吉野 一也

30 ７区役員 萩原 繁司 ７区代表

31 〃 イ・マデ・スカダナ

32 〃 萩原 雄次

33 ８区役員 大西 有希 ８区代表

34 〃 川合  憲

35 〃 吉野  学

36 〃 中澤 良和

37 〃 今井 淳二

38 〃 戸丸 幸生

39 〃 北島 光晴

■片品村青少年健全育成地区会議役員

任期H28.4.1～H29.3.31

NO 役    職 氏  名 備 考

１ 第１ 区 地区会長 星野 孝則

２ 第２ 区 地区会長 桑原 国博

３ 第３ 区 地区会長 小石 俊一

４ 第４ 区 地区会長 倉田  剛

５ 第５ 区 地区会長 林  貴士

６ 第６ 区 地区会長 梅澤  努

７ 第７ 区 地区会長 萩原 繁司

８ 第８ 区 地区会長 大西 有希

■婦人会役員

任期H27.4.1～H29.3.31（正・副会長）

任期H28.4.1～H29.3.31（支部長）

NO 役  職 氏  名 備 考

１ 会 長 戸丸とし子

２ 副会長 星野 和子

３ 〃 笠原 睦子

４ 第１支部長 星野三重子

５ 第３ 〃 武藤あゆみ

６ 第４ 〃 関根 幸江

７ 第５ 〃 入澤 晴美

８ 第６ 〃 星野恵美子

９ 第８ 〃 小須田由美子

平成２８年度片品村ミニバレーボール大会

（Ｈ２８．５．１５）
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■村長・副村長

NO 役 職 氏 名 備 考

１ 村   長 千明 金造

２ 副 村 長 木下 浩美

■村議会議員

任期H27.4.30～H31.4.29・役職H28.6.3現在

NO 役 職 氏 名 常任委員等

１ 議 長 星野 千里 観光産業常任委員

２ 副 議 長 千明 道太 総務文教常任委員

３ 議 員 梅澤 志洋 議会運営委員長・総務文教常任委員

４ 〃 星野 栄二 議会運営副委員長・観光産業常任委員

５ 〃 萩原 正信 議会運営委員・総務文教常任委員長

６ 〃 後藤 眞平 議会運営委員・観光産業常任委員長

７ 〃 髙山 悦夫 議会運営委員・総務文教常任副委員長

８ 〃 千明  勉 議会運営委員・観光産業常任副委員長

９ 〃 星野 逸雄 総務文教常任委員

10 〃 星野 精一 総務文教常任委員

11 〃 入澤登喜夫 観光産業常任委員

12 〃 今井  功 観光産業常任委員



平成２８年度　片品村一般会計歳出予算額

注：その他には、災害復旧費・諸支出・予備費が含まれています。

100.0

　５　労働費 51 0.0

279,890 6.7

87,203 2.1

152,301 3.6

1,114,997 26.7

89,106 2.1

271,616 6.5

843,882 20.2

471,371 11.3

218,405 5.2

　　　合　 計

　７　商工費

　８　土木費

　９　消防費

１０　教育費

580,105

4,180,000

　２　総務費

　３　民生費

　４　衛生費

　６　農林水産業費

１２　公債費

　　　その他

款 歳出額（千円） 予算における割合（％）

　１　議会費 71,073 1.7

13.9
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平成２８年４月１日現在

組織係名等 担当者 副担当

1 学校教育の総括に関すること
2 学校の施設整備に関すること（国庫補助金）
3 学校の設置管理及び廃止に関すること（学校統合）

課長補佐 4 学校関係予算・決算に関すること
中村　　学 5 教職員研修に関すること

6 校長会、教頭会、片教研に関すること
7 学校関係者評価に関すること

　 8 教育行政相談事務に関すること
　 9 スクールバスの運行及び管理に関すること

10 奨学金に関すること
11 就学指導委員会及び特別支援教育に関すること
12

係　長 13
星野　一忠 14

15
16 中高一貫教育に関すること
17 高校入試に関すること
18 教科書及び教材に関すること
19 学校安全・学校保健衛生に関すること（通学路安全推進会議）
20 教職員住宅（尾瀬ハイツ）に関すること
21 外国青年招致事業（ＡＬＴ）に関すること

主　事 22 児童生徒職員の健康管理に関すること
角田　弘明 23 児童生徒災害共済に関すること

24 学校共同事務に関すること
25 児童生徒ポスター、作文等募集に関すること
26 へき地教育に関すること
27 学校報告申請に関すること
28 教育費調査に関すること
29
30
31 新片品小学校建築に関すること（工事等の残務整理）
32
1 教育委員会に関すること
2 教育委員会職員その他の人事に関すること
3 条例、規則改正に関すること

係　長 4 教育要覧作成に関すること
高山　昭弘 5 教育振興基本計画に関すること

6
7 教育委員会の点検・評価報告書に関すること
8 公文書保管その他文書に関すること
9 臨時職員の人事管理に関すること
10

主　査 11
小柳　勝治 12 車両管理に関すること

13 教育委員会ホームページに関すること
14 事務局内事務補助に関すること
15 新生活運動に関すること

主　事 16 事務局の庶務、会計に関すること
恩田　祐那 17

18 叙位叙勲に関すること
19 文書発受補助

主　事 20 文書発受に関すること
芝崎　悟史 21

桑原　信一
総　　括

恩田　祐那

高山　昭弘

教育財産の管理及び積立金管理に関すること
備品管理に関すること

児童生徒の入学、転校及び通学区域に関すること

事務局長
千明　建太郎 中村　　学

事務局内事務補助に関すること
片品中学校改築に関すること（工事、施工管理等）

総合教育会議に関すること

就学援助費・就学奨励金に関すること

事務局内事務補助に関すること

星野　一忠

教 育 委 員 会 事 務 分 掌

事　　務　　分　　掌

旧北小学校、南小学校解体等工事に関すること

星野　一忠

角田　弘明

学校教育係

1 事務局総括

総　務　係

小柳　勝治

教育の調査及び統計に関すること

公印保管に関すること

中村　　学

芝崎　悟史

尾瀬学校に関すること（県補助）

臨　時
桑原　　護
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組織係名等 担当者 副担当
1 社会教育・社会体育の総括 高山　昭弘
2 体育施設整備に関すること 高橋　卓也
3 第66回全国高等学校スキー大会に関すること 中村　　学
1 社会教育の総括に関すること
2 社会教育計画の立案及び実施に関すること

係　長 3 公民館その他社会教育機関の設置管理及び廃止に関すること
高山　昭弘 4 片品村誌の管理に関すること

5
6 文化財の調査、指定、保護及び活用に関すること
7 市町村連携事業に関すること
8
9

特派社教主事 10
林　　誉隆 11

12
13
14
15

主　事 16
恩田　祐那 17

18 婦人会に関すること
19
20
21 文化協会に関すること

主　事 22
狩野真里恵 23

24
25
26 視聴覚教育に関すること

主　事 27
芝崎　悟史 28

29
社会体育係 1

2 社会体育計画の立案及び実施に関すること
3 スポーツ推進委員に関すること

社教主事 4 体育施設建設、管理、運営に関すること
高橋　卓也 5 社会体育諸行事に関すること（村民運動会ほか）

6 社会体育関係団体の指導、育成に関すること
7 体育協会に関すること
8 総合型地域スポーツクラブに関すること
9 スポーツ少年団に関すること
10 社会体育施設及び学校体育施設開放に関すること

（学校公仕）
片品小学校 入澤　晴海 1
片品中学校 須藤　松子 1
（臨時）
教育委員会 萩原　栄作 1

小林由紀枝 1
田中智恵子 2
千明真由美 3
笠原まき江 1
星野　愛美 2
飯塚　睦夫 3

（臨時）
教育委員会 大竹三沙緒 1

羽田　美紀 1
星野　洋子 2
星野　とみ 3
鏑木　由江 4
笠原　満里 5

総　括

狩野真里恵

高橋　卓也

課長補佐
桑原　信一

主　事
狩野真里恵

学校美化、環境衛生その他校長の指示による業務

成人式に関すること
社会教育委員会に関すること

総合産業文化展に関すること
文化センターに関すること

　　　　　　〃

公用車運転に関すること　軽作業に関すること
マイタウンティーチャー（ＭＴＴ）

社会体育の総括に関すること

学習情報提供に関すること
図書室整備及び管理に関すること

片品小学校

　　　　　　〃

片品小学校 特別支援員
特別支援員

片品中学校
特別支援員

事　務　分　掌

社会教育の指導、助言及び援助に関すること

尾瀬文学賞に関すること
家庭教育に関すること

ＰＴＡに関すること

特別支援員
冬期学校用務員（H28年12月からH29年3月の期間雇用）

公民館図書室管理業務

　　　　　　〃

子ども会に関すること
片品子ども学校に関すること

林　　誉隆

片品カレッジに関すること（映画、自然学校、正月飾り他）

尾瀬文学賞の補助に関すること

　　　　　　〃

　　　　　　〃

恩田　祐那

かたしな子ども学校教育活動推進員

社会教育係

林　　誉隆

高山　昭弘

大洗町訪問事業に関すること

文化財調査委員に関すること

学社連携に関すること

人権教育に関すること（人権教育総合推進会議）
青少年健全育成に関すること（含む蕨市国際交流事業）

少年の主張に関すること

高山　昭弘
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平成２８年４月１日現在

職　 名 氏　　名

1 　給食センターの総括に関すること

　・運営及び管理に関すること

　・予算及び決算に関すること

　・施設整備に関すること

1 　庶務及び経理に関すること

2 　文書の収受発送及び保管に関すること

3 　公印管理に関すること

4 　給食対象校との連絡調整に関すること

5 　その他他の係に属しないこと

1 　給食計画に関すること

2 　調理に関すること

3 　給食用資材の発注及び検収に関すること

4 　衛生管理に関すること

5 　その他学校給食に必要なこと

　・栄養指導・食育指導等

星　　友美 1 　調理に関すること

倉田　晴美 2 　衛生管理に関すること

星野　松江

星野亜由美

小林　五織

1 　調理に関すること

2 　衛生管理に関すること

3 　給食物の配達及び回収に関すること

4 　給食機械の整備点検に関すること

　・電気関係の整備点検

　・ボイラーの整備点検

須藤　幸夫

林　　清子
栄養士

（片小置籍）

調理員
（臨時）

運転手
（臨時）

千明　博治

学校給食センター事務分掌

事　務　分　掌

所　　長 星野　孝俊

課長補佐
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平成２６年　６月発行

ＴＥＬ：０２７８－５８－２１４４

ＦＡＸ：０２７８－５８－４６１１

片品村教育委員会事務局

総務係　編集

〒３７８－０４１５

利根郡片品村鎌田３９４６



平成２８年　７月発行

ＴＥＬ：０２７８－５８－２１４４

ＦＡＸ：０２７８－５８－４６１１

片品村教育委員会事務局

総務係　編集

〒３７８－０４１５

利根郡片品村鎌田３９４６


